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1.はじめに 

 近年、歴史的建造物の保存・改修は全国各

地で行われており、建物により復元が求めら

れる場合がある。復元する場合、材料だけで

はなく色彩も重要な復元項目となる。しかし、

建造物の色彩は経年劣化の影響を強く受け変

色するため、復元する場合、色彩を特定しに

くいとされている。そのため、当時の色彩に

復元する方法が確立されておらず、色彩測定

方法によって色が異なる可能性がある。 

 本研究は、歴史的建造物の記録保存の一環

として、建築物の現況から創建時の色彩に関

する調査を色及び材料の観点から行った。建

造物によっては創建当初から度重なる改修に

よって、塗装が複数回されている建造物が存

在する。現代は 1 回の塗装で 3 層塗りが主流

であるが、年代や建物の状況で塗り重ね回数

が異なっている。また、色合わせで下地に白

系やグレー系の色が使用されることもある。

例えば、劣化が激しい塗装は 1 回に 4 層以上

塗られることもある。また、外壁等に使用さ

れている塗装は年代によって使用する色に傾

向があると考えられているが、現状では明ら

かになっていない。 

 本報告では、近代建築物の実例をもとに、

測定方法による塗膜の色の見え方の違いを調

査した結果を報告する。 

2.実験方法 

2.1供試体概要 

2.1.1調査建造物 

調査建造物敷地、建物概要を表 1 に示す。

色彩実測調査を行った建造物は、文化福祉施

設とした。 

調査箇所は 8 か所とし、調査用に供試体を

採取した。 

2.1.2供試体の採取 

色彩調査を行った部位を表 3 に示す。供試

体 No.1,2,3,4,5,6,8 は塗膜が部材から採取し

やすい場所を選定し、塗膜をカッターを用い

て採取したものを使用した。供試体 No.7 は

グラインダーで塗膜に切り込みを入れて、塗

膜の下地から表層までを採取した。 

2.1.3塗膜の樹脂埋め方法 
 塗膜の断面観察をするために塗膜の樹脂埋

めを行った。塗膜の樹脂埋め手順を以下に示す。 

➀樹脂埋め用のカップを用い、中に潤滑剤を塗

った。 

②2 液硬化型のエポキシ樹脂を使用し、➀の供

試体の樹脂埋めを行った。この際、気泡が入ら

ないように注意をしながら埋め込みを行った。 

用途 文化福祉施設

構造
鉄筋コンクリート造一部レンガ造（隔壁のみ）

瓦葺一部銅板葺き

階数 地上3階地下1階建て

竣工年月 昭和11（1936）年

表 1 調査建造物概要 

表 2 調査建造物の略歴 

昭和9年 外装竣工

昭和11年 開館

昭和52年 大改修を行う（～昭和54年）

平成9年 2階一部改修

平成11年 1階一部改修

表 3 調査供試体 

供試体
No.

位置 室名 部位 素材

1
開口部
窓サッシ

2
開口部
窓面格子

3 玄関 玄関扉

4 地上2階 特別室 バルコニー扉

5 出入口・室外側

6 出入口・室内側

7 地上2階 特別室 バルコニー外壁
下地：コンクリート＋モルタル押さえ

仕上：塗装

8 地上3階 倉庫 内壁左官仕上げ
下地：コンクリート＋モルタル押さえ

仕上：左官

地下1階

素地：スチール
＋
塗装

搬入口

休息室地上1階
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 その後、24 時間静置した。 

③樹脂の硬化後、樹脂埋め用カップから供試体

を取り出し、観察面を傷がない状態にするため、

研磨機での研磨を行った。5 種類のバフと 5 種

類の研磨剤を使用して研磨を行った。 

2.2実測調査 

2.2.1目視観察 
 樹脂埋めをした供試体を写真 1、塗料用標準

色を使用した目視観察の様子を写真 2 に示す。

500μm 以下の微細な供試体（No.1,2,3,4,5,6）

は塗装断層が分かる面を樹脂埋めにし、デジタ

ルマイクロスコープ(K社製VHX-5000)を使用

して塗装断面を撮影し、PostScript で印刷をし

たものに日本塗料工業会発行の塗料用標準色

を当てて屋内で目視での確認を行った。モルタ

ル押さえの供試体(No.7,8)は塗装断面をデジ

タルマイクロスコープを使用して撮影し、

PostScriptでA3判で印刷をしたものに日本塗

料工業会発行の塗料標準色を当てて目視での

確認を行った。次に、日本塗料工業会のペイン

トカラー検索システムを用い、L*a*b*値を算

出した。その後、画像処理ソフト(A 社製)を使

用して色彩チャート（以下、「日塗工色」）を作

成した。 

写真 1 樹脂埋めした 

供試体 

写真 2 目視観察の様子 写真 3 塗装断層 写真 4 モルタル押さえ

の塗装断層 

表 4 各層の日塗工色と測定色の色彩チャート 

日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い

L*a*b* 80,4,6 80,13,8 90,-4,19 77,10,0 61,4,6 51,10,9 28,32,21 31,24,16 66,2,4 71,14,7 60,52,69 63,48,44 61,4,7 55,13,7

L*a*b* 90,2,7 78,14,7 88,0,3 80,8,0 51,4,5 47,11,11 29,21,17 29,24,16 83,-1,2 67,12,7 51,47,59 63,50,49 64,0,1 52,9,9

L*a*b* 49,-1,0 28,7,5 88,0,3 93,8,-3 49,-1,0 20,6,0 50,27,29 48,47,29 67,-1,1 28,10,-1

L*a*b* 39,-4,3 27,5,1 38,31,24 32,27,15 39,-4,-3 29,2,4 38,31,24 32,30,14 70,4,11 63,13,7 88,0,3 65,9,0 83,-1,2 64,12,2

L*a*b* 39,-4,-3 35,1,3 49,29,24 39,21,11 39,-4,-3 32,2,-2 49,29,24 41,34,17 17,-8,6 38,8,4 38,31,24 48,34,18 76,4,10 71,13,9

L*a*b* 39,-4,-3 28,0,2 38,31,24 33,23,12 40,-11,-1 39,3,2 49,29,24 35,35,22 81,3,11 72,13,11 81,3,11 75,14,11 28,-1,-2 16,8,7

L*a*b* 86,-1,2 52,1,5 64,0,1 45,0,6

L*a*b* 28,-1,-2 18,-2,3 64,0,1 57,2,10

×

×

△

△

4（履歴） 5（履歴） 6（履歴） 7（履歴）

供試体
No. 1（現況） 2（履歴） 3（履歴）

〇

〇

〇

×

×

△

×

〇

△

〇

〇

△

△

×

×

〇〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

×

〇

〇

×

〇

〇

〇△

〇

〇

〇

1

2

3

4

5

6

7

8

日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い 日塗工色 測定色 色の違い

L*a*b* 28,32,21 32,33,17 33,-1,-1 40,6,1

L*a*b* 29,20,11 30,33,18 55,-1,0 31,9,3

L*a*b*

L*a*b* 82,2,5 64,17,12 60,52,69 65,48,43 67,-1,1 52,9,4 49,-1,0 65,10,9 81,3,8 57,14,11 60,52,69 53,43,39

L*a*b* 28,-1,-2 34,6,-2 78,-1,1 45,5,2 76,4,10 71,14,10 75,-1,1 73,8,1 60,-1,1 56,6,0 55,-1,0 59,9,12 60,52,69 60,46,40

L*a*b* 61,5,10 50,7,4 81,3,11 60,13,8 60,52,69 63,44,43

△

供試体
No. 8（履歴） 9（履歴） 10（履歴） 11（履歴） 12（履歴） 13（履歴） 14（履歴）

〇

△

×

〇

△

〇

×

×

×

△

〇

×

×

〇

×

△

〇

△ 〇

1

2

3

4

5

6

×：違いが顕著である 

△：違いがあるが、顕著ではない 

〇：違いがほぼ見られない 

— 386 —



 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
履
歴
④

１
履
歴
⑥

２
履
歴
④

２
履
歴
⑥

４
履
歴
⑤

４
履
歴
⑥

４
履
歴
⑨

４
履
歴
⑩

４
履
歴
⑪

５
履
歴
⑧

５
履
歴
⑪

５
履
歴
⑫

６
履
歴
⑦

６
履
歴
⑧

Δ
L
*値

供試体番号

灰色

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
履
歴
➀

２
履
歴
➀

３
履
歴
➀

５
履
歴
⑩

７
現
況

Δ
L
*値

供試体番号

白色

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
履
歴
⑤

２
履
歴
⑤

４
履
歴
⑧

５
履
歴
⑬

６
履
歴
⑨

Δ
L
*値

供試体番号

橙色

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
履
歴
②

２
履
歴
②

３
現
況

３
履
歴
②

４
現
況

４
履
歴
②

５
現
況

５
履
歴
②

５
履
歴
④

５
履
歴
⑦

６
現
況

６
履
歴
②

６
履
歴
⑥

８
現
況

Δ
L
*値

供試体番号

濃灰色

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
履
歴
③

１
履
歴
⑦

２
履
歴
③

２
履
歴
⑦

３
履
歴
③

４
履
歴
➀

４
履
歴
③

５
履
歴
➀

５
履
歴
③

５
履
歴
⑤

６
履
歴
➀

６
履
歴
③

Δ
L
*値

供試体番号

赤色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 履歴➀ 2 履歴➀ 3 履歴➀

5 履歴⑩ 7 現況

白色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 履歴④ 1 履歴⑥ 2 履歴④ 2 履歴⑥
4 履歴⑤ 4 履歴⑥ 4 履歴⑨ 4 履歴⑩
4 履歴⑪ 5 履歴⑧ 5 履歴⑪ 5 履歴⑫
6 履歴⑦ 6 履歴⑧

灰色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 履歴② 2 履歴② 3 現況 3 履歴②
4 現況 4 履歴② 5 現況 5 履歴②
5 履歴④ 5 履歴⑦ 6 現況 6 履歴②
6 履歴⑥ 8 現況

濃灰色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 履歴⑤ 2 履歴⑤ 4 履歴⑧

4 履歴⑫ 5 履歴⑬ 6 履歴⑨

橙色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 履歴③ 1 履歴⑦ 2 履歴③ 2 履歴⑦

3 履歴③ 4 履歴➀ 4 履歴③ 5 履歴➀

5 履歴③ 5 履歴⑤ 6 履歴➀ 6 履歴③

赤色

0

5

10

15

20

25

30

35

40

１
現
況

２
現
況

４
履
歴
④

４
履
歴
⑦

５
履
歴
⑥

５
履
歴
⑨

５
履
歴
⑩

５
履
歴
⑪

５
履
歴
⑫

５
履
歴
⑬

６
履
歴
④

６
履
歴
⑤

Δ
L
*値

供試体番号

薄橙色

-4

6

16

26

36

46

56

66

-15 5 25 45

b
*値

a*値

1 現況 2 現況 4 履歴④ 4 履歴⑦

5 履歴⑥ 5 履歴⑨ 6 履歴④ 6 履歴⑤

薄橙色

図 2 薄橙色（左）白色（中）灰色（右）の日塗工色と測定色の色相 

図 1 薄橙色（左）白色（中）灰色（右）の ΔL*値 

図 3 濃灰色（左）橙色（中）灰色（右）の ΔL*値 

図 4 濃灰色（左）橙色（中）灰色（右）の日塗工色と測定色の色相 
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2.2.2 デジタルマイクロスコープの測定 
RGB 値は、項目 2.2.1 で撮影した各供試体 

を各層 3 回測定した。次に、測定した色彩デー 

タ 3 か所の平均値を算出し、L*a*b*値に変換

し、画像編集ソフト(A 社製)に打ち込み、色彩

チャート(以下、「測定色」)を作成した。なお、

デジタルマイクロスコープの測定時に用いた

照度は目視観察時の照度と同様とした。 

3.評価方法 

3.1供試体概要 

 調査建造物の略歴を表 2 に示す。表 2 をも

とに改修回数を確認し、上塗り層の層数を確認

した。 

3.2実測調査 

項目 2.3.1、2.3.2 で作成した日塗工色と測定

色を見比べ、日塗工色と測定色の違いが顕著で

あるものを×、違いがほとんどないものを〇、

違いがあるが、顕著ではないものを△として目

視にて評価を行った。その後、日塗工色と測定

色の a*値と b*値の差を算出し、目視観察とデ

ジタルマイクロスコープの測定の違いによる

色の違いについて検討を行った。また、明度の

差が色の見え方に影響すると考え、ΔL*値に

ついても検討を行った。 

4.結果及び考察 

4.1改修履歴 

 一部改修されたところも含めると現在まで

に2度以上改修されたことが改修履歴にある。

調査結果から少なくとも2層以上の上塗りされ

た塗装が残っていることが分かった。 

4.2実測調査結果 

(1)断面観察結果 
デジタルマイクロスコープを使用して撮影

した塗装断層を写真3,4に示す。写真より塗装

層がはっきりと確認することができた。 

(2)日塗工色と測定色の色彩チャート 
各層の日塗工色と測定色の色彩チャート及

び各色のL*a*b*値を表4に示す。表4は塗膜層1

番が現況で表面とし、番号が大きくなるにつれ

て素地に近づく表とした。赤色や橙色は日塗工

色と測定色の差がほとんど見られない結果と

なった。灰色や薄橙色などは差が見られる層と

見られない層が確認された。 

(3)色別のL*a*b*値 
各色別の日塗工色と測定色のΔL*値と日塗

工色と測定色の色相を図1,2,3,4に示す。図2,4

の図中マーカーは日塗工色を塗りつぶし、測定

色を白抜きで表す。L*値は明度、a*値はマイ

ナス方向に緑色を強く示し、プラス方向に赤色

を強く示す。b*値はマイナス方向に青色を強く

示し、プラス方向に黄色を強く示している。表

4では赤色や橙色の日塗工色と測定色の違いが

ほとんど見られなかったのに対し、図4の橙色

と赤を見ると、図3,4の薄橙色や灰色よりも色

相の範囲が広いことが分かった。このことから

色相の範囲は色彩測定方法に影響が少ないと

考えられる。図1,3を見ると、橙色や赤色に比

べて薄橙色や灰色のほうが明度の差があるこ

とが分かった。このことから、色彩測定方法を

考慮する際、明度が大きく影響すると考えられ

る。 

(4)錆止めについて 
 表1からNo.1,2,3,4,5,6は素地がスチールで

あることが確認できた。本建造物では、塗装を

する前に錆を防止するための錆止めが使用さ

れていたと考える。また、錆止めが塗料に含ま

れる鉛系原料である鉛丹、亜酸化鉛、塩基性ク

ロム酸鉛などは赤系の色になる⁴⁾ため、当時の

錆止めの色は赤や橙である。モルタル押さえ

（No.7,8）は金属ではないため、素地の上の層

は錆止めでない。これらのことから創建時は灰

色や白色が使用されていると推測される。 

5.まとめ 
 下記に本報告から得られた知見を示す。 

(1)色の測定方法において、色の見え方は色の

種類によって差があり、特に色の見え方に影

響する要因は明度であると推測される。 

(2)本建造物の錆止めは赤色系が使用されてい

る。 

(3)今後、塗料の成分を分析し、成分量から使

用されている塗料を推測し、塗膜の履歴を明

らかにする。 
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